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実施体制

カリキュラム
マップ

教育展開

学習支援

質保証

課題

カリキュラムマップ作成による
数学力育成カリキュラムの可視化

新規開設科目の内容検討・試行実施
教科書・演習書・Web教材の作成

質問受付室の拡充
Web学習システムの機能拡張

到達度評価試験の導入
ラーニングポートフォリオの導入

基礎科目の配置
科目の抽出
パイロット授業検討
教科書・演習書検討
Web教材開発

運用方法検討
システム設計

あり方の検討
試行準備

H22年度
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実施体制

カリキュラム
マップ

教育展開

学習支援

質保証

課題

教育展開担当

カリキュラムマップ担当

WBTシステム担当

質問受付室担当

学習ポートフォリオ担当
基礎学力調査・到達度評価試験担当

広報担当

申請代表者

取組遂行管理担当

各学域担当

各科目担当

ハードウェア担当
システム開発担当
教材開発担当

運営在り方検討WG

在り方検討WG

数学教育改革WG 外部評価委員会

数学系
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学習支援

質保証
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現代システム科学域

工学域

生命環境科学域

地域保健学域

数
学
基
礎

微
積
分

線
形
代
数

統
計
学

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
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‣ 数学教育改革WGで可視化作業を検討。
‣ 数学力の構成要素の具体化が必要。
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実施体制

カリキュラム
マップ

教育展開

学習支援

質保証

課題

‣ 新規開設科目(H24開講)の検討
- 数学基礎I, II：パイロット授業実施決定
- 統計学基礎I, II：各学域学類と検討中
‣ 新規開設科目の教科書作成は来年度から
‣ 既存の初年次科目の教科書改訂、演習書作成
(継続中)

‣ 既存の２年次科目のWeb教材開発（継続中）
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カリキュラム
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教育展開

学習支援

質保証

課題

[授業目標] 人文・社会科学の分野においても、種々の社会調査や
実験を通して得られるデータの分析、現象のモデル化などのため
に数学は重要なツールとなっている。この講義では、文科系の学
生を対象に、高校数学で学んだ知識・概念が実際の場面でどのよ
うに役立つかの例を通して、数学を基礎からやさしく解説し、人
文・社会科学分野で必要となる数学についての基礎的理解を深め
ることを目標とする。

人文・社会科学のための数学A
パイロット授業(H23年度・前期)

[授業の概要]  主として以下の項目について概説する。
1. 集合と論理的思考。 
2. 数列を用いた分析。
3. 表の計算と行列・ベクトル。
4. 指数関数・対数関数・三角関数の意味と使い方。
さらに、上記についての演習を通して理解を深めるようにする。
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カリキュラム
マップ

教育展開

学習支援

質保証
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人文・社会科学のための数学B

[授業の概要]  主として以下の項目について概説する。
1. 連立1次方程式で表される問題。
2. 行列で表される人文・社会科学の諸問題。 
3. 微分の考え方とその応用。
4. 統計学と積分。
さらに、上記についての演習を通して理解を深めるようにする。

[授業目標] 人文・社会科学の分野においても、種々の社会調査や
実験を通して得られるデータの分析、現象のモデル化などのため
に数学は重要なツールとなっている。この講義では、文科系の学
生を対象に、数学が現実の問題にどのように応用されているかの
事例を通して、数学を応用することの重要性を理解させ、人文・
社会科学分野で数学を応用できる基礎的な力を養うことを目標と
する。

パイロット授業(H23年度・後期)
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マップ
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学習支援

質保証
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‣ Web数学学習システムの機能拡張
- 小テスト機能の設計（現在は演習補助のみ）
- 自己チェックに利用（到達度評価の補助）
- 開発は来年度から
‣ 質問受付室のあり方の検討（継続中）
- 文系学生利用による利用者増への対応検討
- 高学年向けの運営のあり方検討
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学習支援

質保証

課題

‣ 小テスト機能の仕様（設計中）
- 基礎科目の授業目標（到達度目標）と連動
- 目標ごとに評価テストを構成
- 問題はランダムに出題
- 制限時間の概念必要
- 入力内容をMathematicaで自動解析
- 評価結果（コメント付き）を出力・保存
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‣ ラーニングポートフォリオのあり方検討
- 初年次科目について試作
- H23年度に１年次科目の一部で試行
- その他の科目は来年度検討
‣ 基礎学力調査／到達度評価試験
- 基礎学力調査は従来通り実施
- 到達度評価試験はカリキュラムマップ、ラーニ
ングポートフォリオとの連動が望ましい。これ
らの作業を待って検討を開始。(来年度試行)
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質保証
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到達度評価ラーニング
ポートフォリオ

数学力の内容
の具体化

カリキュラム
マップ

数学力の構成要素の具体化が重要
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